
理想気体の分子運動と圧力
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気体分子の平均速度v は、 T に比例し、 Ｍ に反比例する。
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理想気体の分子運動と圧力

例題） 100ｍ を 10 m/sで走ると何秒かかりますか？

分子は、同一直線上を運動しているものとする。

同じ壁に１回衝突するのに かかる。

ｔ秒間では、同じ壁に何回衝突しますか？
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力積は、運動量の変化をもたらす
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各ベクトルは、同一直線上にあるものとする。

（後の運動量) － (始めの運動量)＝運動量の変化
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気体１分子が、壁からｔ秒間に受ける力積を－ｆｔとすると
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【例題】 １.２ ×１０ 個は、何molですか？２３

分子数Ｎ， アボガドロ数Ｎ ， モル数ｎの関係Ａ

6.0 × 1023 個/mol
1.2 × 1023 個

＝ 0.2 （mol）

モル数を求めるには、

個数ならば、個数を１molの個数で割ればよい。

質量ならば、質量を１molの質量で割ればよい。

気体の体積ならば、体積を１molの体積で割ればよい。

( 22.4 /mol …… 気体１molの体積は、0℃，1atmでは22.4 )ç ç
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1.2 × 1023 個
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気体分子相互の分子間力が無視できるほど十分に小さく、完全弾性衝突をする質点と考えることの出来

る理想気体の場合、2乗平均速度v を用いて気体分子の持つ内部エネルギーUは気体分子の質点としての運

動エネルギーとして次のように表すことが出来る。

気体分子の運動の自由度は空間の 軸方向の移動で表される 自由度です。x,y,z 3

熱力学平衡の状態にある時、運動は等方的です。気体分子の各座標軸方向の速さ vx,vy,vz の平均値は

等しいと考えられます。つまり、内部エネルギーは気体分子の１自由度に対して 内部エネルギーは気体

分子の１自由度に対して kT/2 づつ分配されているのです。これをエネルギーの等分配則と呼びます。

内部エネルギーを１mol 当たりに書きなおすと、

体積が一定の容器に密封された気体にエネルギーを加えた場合、加えたエネルギーは全て内部エネルギー

の増加 dU になります。その時の温度変化を dT とすると、

実際の気体に対する定積比熱を次の表に示す。
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